
Ｑ１ 市外出身者・既卒者は不利になりますか？  

試験の結果で合否を判定しているから、市外出身者・

既卒者といったことで不利になることはないよ！ 
 
職員全体の市内在住者は３割～４割になるけれど、 

ここ５年以内の採用内定者に占める割合は、 

市内出身者２割前後、既卒者６割～７割 

くらいとなっているね。 

 

Ｑ２ １次試験はどんな問題がでますか？ また、過去問を入手できますか? 

１次試験の出題分野は受験案内に記載されているから確

認してね。 

具体的にどんな問題が出ているかというと、試験問題は、

公開されていないんだ。 

また、試験問題が公開されていないので、過去問 

も入手できないんだ。 

 

 

 



Ｑ３ ２次試験はどんな試験を行いますか?   また、３次試験はありますか？ 

２次試験と３次試験は、例年口述試験（面接試験） 

を行っているよ。 

 

Ｑ４ ２次・３次試験についてもう少し詳しく教えてください。 

２次試験・３次試験は主に面接試験が中心となって、

集団討論でのコミュニケーションの様子や、数回の

面接で、みんながどういう人で、鎌ケ谷市役所 

で一緒に働いていけるかということを見ているよ。 
 
採点基準や配点は公開していないけど、 

あまり面接対策などにとらわれず、 

自分の声で、ありのままのみんなを出してね。 

 

 

 
Ｑ５ 採用後の配属先はどのように決まりますか？  

採用後の配属先はエントリシートの希望を加味して決

定されているけど、残念ながら希望の配属先へ行ける

ことは少ないんだ。 
 
ただ、採用後１０年間で３カ所の配属先を経験 

するという方針があるから、異動先の希望を出 

すことができるよ。 

 

Ｑ６ 仕事で大変だったり、辛いことはどんなことですか。 

市役所は市民の皆さんの税金で運営されているため、 

時には厳しい意見をいただくこともあるよ。 
 
また、鎌ケ谷市の職員は少数精鋭で事業などを 

行っているため、配属先や時期によっては残業 

しなければならないこともあるから、 

よく言われている９時５時というイメージには 

当てはまらないかもしれないね。 

 

 

参考として去年の２次試験の内容は、体力検査（消

防職のみ）、集団討論、個人面接、集団面接を行っ

ていたよ。 

 

３次試験の内容は、個人面接を行っていたよ。 
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